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研究成果の概要（和文）：変形性膝関節症(膝OA) の病態解析を行い、大規模コホート研究のデータを用いて、
内側半月板逸脱(MME)と関連する膝OA病変は、骨棘の軟骨成分を含む脛骨骨棘であることを示した。膝OAでは半
月板は前方にも逸脱し、脛骨前方の骨棘と関連すること、そしてMME拡大は脛骨骨棘拡大と関連することも示し
た。また、骨棘の軟骨成分の骨棘細胞は、CD105とCD166陽性間葉系幹細胞を多く含み、IL-6にて増殖が抑制され
ることも示した。また、新規ヒアルロン酸(HA)分解酵素HYBIDは、膝OAの関節軟骨と滑膜にて発現亢進し、HA分
解活性を有し、膝OA関節軟骨細胞ではIL-6により発現亢進することを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study examining pathophysiology of knee osteoarthritis (OA), medial 
meniscus extrusion (MME) was closely associated with the medial tibial osteophyte width, which was 
composed of not only bone-part but also cartilage-part. Medial meniscus (MM) was extruded not only 
medially (MME) but also anteriorly (AME) and AME was also associated with anterior tibial osteophyte
 width. The change of MME was also associated with that of medial tibial osteophyte width. The 
cultures chondrocytes extracted from cartilage part of osteophyte were positive for CD105 and CD166 
antibody and their expression was inhibited by IL-6. The expression of HYBID (hyaluronan-binding 
protein involved in hyaluronan depolymerization；KIAA1199), novel hyaluronan-degrading enzyme, is 
increased in both cartilage and synovium in knee OA patients. HYBID degradates hyaluronan directly 
and the expression of HYBID was increased by IL-6 in chondrocyte extracted by knee OA patients.

研究分野： 変形性膝関節症、膝関節外科、骨軟骨代謝、骨粗鬆症

キーワード： 変形性膝関節症　半月板逸脱　骨棘　HYBID　ヒアルロン酸　MRI　軟骨　ロコモティブシンドローム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
変形性膝関節症（膝OA）には疾患修飾型治療法は存在せず、病態の更なる解明が急務である。
　本研究では、①膝関節の立位単純X線とMRIを備えた国内最大の本学の高齢者住民コホート研究（文京ヘルスス
タディー：BHS）のデータを用いて、早期から出現し膝OAに重要な役割を担う半月板逸脱(MME)の病態と、②関節
軟骨の変性と破壊に深く関与する新規ヒアルロン酸分解酵素・HYBIDとアグリカン分解に関わるADAMTSの機能解
析、③MME発生と密接に関連する骨棘の発生機序の解明を進めた。本研究は膝OAの病態解明に確実な一歩とな
り、膝OAの病態に則した早期診断・早期治療の実現に向けて、社会的意義は大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 変形性膝関節症(膝 OA)は、関節軟骨の変性と摩耗を首座とする疾患であり、関節軟骨の変性・

破壊とともに半月板や軟骨下骨および滑膜などにも質的および構造的変化をきたし、関節は変

形し、歩行時痛や運動障害等の臨床症状が生じ、生活の質を低下させる。膝 OA は本邦では罹患

者数が約 2,500 万人にも上り、中高年者を中心に有病率の高い疾患だが、治療法は病態の進行を

抑えることはできず、歩行時の疼痛を主とした症状改善が目的となっている。 

このように、膝 OA の発症や進行を抑制や回復させる治療法がない最大の理由は、病態解明が

進んでいないことにある。医療の原点は早期診断と早期治療にあり、その観点から近年「早期膝

OA」と呼ばれる発症前の病態解明に関心が集まっている。 

MRI 研究では、①軟骨損傷 、②軟骨下骨陥凹、 ③軟骨下骨嚢腫、 ④骨髄異常陰影、 ⑤骨棘、 

⑥半月板損傷 、⑦靭帯、 ⑧滑膜炎の 8 項目を膝 OA 病変として捉える Whole Organ Magnetic 

Resonance Imaging Score 法（WORMS 法）が確立されている。単純 X線上膝 OA を認めず歩行時膝

痛もない壮年期の被検者を対象としたコホート研究では、骨棘が軟骨損傷より高頻度に認めら

れ、早期膝 OA の病態への関与が示唆されている。また、WORMS の 8 項目に加え半月板の位置異

常、特に内側半月板逸脱(Medial meniscus extrusion: MME)が膝 OA の発症と進行リスク因子で

あることが示されている。われわれは、[1]MME は、①膝 OA の早期から初期においても高頻度で

認められ、②半月板損傷がない状況でも認められること、[2]T2 mapping MRI 法にて単純 X線や

MRI では評価できない骨棘の軟骨成分(=軟骨棘)が検出できること、[3]MME と最も関連する MRI

膝 OA 病変は、内側半月板の直下にある脛骨内側の軟骨成分と骨成分を合算した骨棘幅であるこ

とを報告した(Arthritis Res Ther 2017;19:201)。しかし、この研究は対象者数が少なく(n=50)、

大規模データにてその関連性の普遍性の検討が必要であり、横断研究のため骨棘幅と MME との

因果関係も不明であり、縦断研究により MME 進行と骨棘幅拡大との関連の検討が必要であった。

また、MRI を用いた膝 OA の病態解析から、半月板逸脱は、内側(MME)のみではなく、前方にも逸

脱(Anterior meniscus extrusion: AME)することが知られていた。われわれは、AME も MME と同

様に骨棘と関連するのではないかとの仮説を立てその検証も必要と考えた。 

また、骨棘は一般的には軟骨破壊に続発した反応性病変と捉えられており、早期 OA の病態に

関与するとの概念に乏しく、機序解明は進んでいない。われわれは、軟骨の細胞外マトリックス

(ECM)に存在するヘパラン硫酸プロテオグリカンであるパールカン遺伝子を関節滑膜で欠損した

マウスに膝 OA を誘導し、関節軟骨辺縁部での骨棘形成が阻害されることを示した(Matrix Biol 

2013;32:178-187)。骨棘は内軟骨性骨化の過程を経て形成されることから、パールカンは滑膜間

葉系細胞が軟骨分化する過程に必須な機能を有すると考えられた。このため、マウス膝関節から

滑膜細胞の単離・培養法を確立し、本法を用いて滑膜間葉系細胞の軟骨分化に必須な Sox9 の発

現がパールカン欠損で抑制されることを示した(J Orthop Res 2017;35:837-846)。骨棘の発生

機序の解明は、膝 OA の病態解析において、今後より一層重要な課題の一つになるものと考える。 

関節軟骨は軟骨細胞と ECM からなり、膝 OA では関節軟骨の細胞死と ECM の合成低下と分解亢

進により軟骨の変性と破壊が進展する。関節軟骨の ECM 成分は、ヒアルロン酸(HA)にアグリカン

が結合した HA-アグリカンネットワークとⅡ型コラーゲン線維が主要成分であり、OA では HA-ア

グリカンネットワークの分解・消失に始まりコラーゲン線維分解により破壊が進行する。アグリ

カン分解には ADAMTS4 と 5 が中心的役割を担い、軟骨コラーゲン線維分解にはコラゲナーゼ活

性を有する MMP 分子が主体をなす。HA 分解には、既知の HYAL2 (hyaluronidase2)/CD44 や HYAL1

に 加 え 、 新 規 分 子 HYBID(hyaluronan-binding protein involved in hyaluronan 



depolymerization；KIAA1199) (Proc Natl Acad Sci USA 2013;110:5612-5617）が重要な役割を

担うと想定されていたが、早期膝 OA における HYBID による HA 分解機序解明は不十分であった。 

２．研究の目的 

本研究では、[1]半月板逸脱と関連する膝 OA 病変の検討、[2]膝 OA における骨棘形成および軟

骨分解の病態解析、[3]膝 OA における HYBID による HA分解機序の解析、を目的とした。 

３．研究の方法 

本研究では、下記の研究を進めた。 

[1] 半月板逸脱と関連する膝 OA 病変の検討 

[1]-A. 中高年者の歩行速度と関連する MRI 膝 OA 病変の検討 

 われわれは、膝 OA の病態において、半月板機能不全、特に半月板損傷に加えて逸脱が早期か

ら重要な病態であると考えている。そこで、中高年者の歩行速度と関連する MRI 膝 OA 病変は MME

かという仮説を立て、高齢者を対象に歩行速度と関連する MRI 膝 OA 病変を検討した。 

[1]-B. 大規模高齢者コホートデータを用いた MME と関連する MRI 膝 OA 病変の関連 

 われわれが先行研究で見出した知見は、以下の3点である(Arthritis Res Ther 2017;19:201)。

具体的には、[1]MME は、①膝 OA の早期から初期においても高頻度で認められ、②MRI 上の半月

板損傷がない状況でも認められること、[2]T2 mapping MRI 法を用いることで、単純 X線や MRI

では評価できない骨棘の軟骨成分(=軟骨棘)が検出できること、[3]MME と最も関連する MRI にて

検出できる膝 OA 病変の検討では、脛骨内側の軟骨成分と骨成分を合算した骨棘幅と最も関連す

ること、であった。しかし、本知見を得た研究は、早期および初期膝 OA を呈する 50 名を対象と

しており、これが普遍的な現象であることを示す必要があった。そのため、本研究にて下記の 2

つの手段にて研究を進めた。(1)T2 mapping MRI は、通常の MRI 撮影条件に加え特別な条件での

撮影を要するため、一般的 MRI 画像にて骨棘の軟骨成分が評価可能な手法の開発を試みた。ま

た、(2)本学の代謝内分泌学講座・放射線学講座・神経内科学講座・整形外科学講座が中心とな

り、メタボリックシンドロームとロコモティブシンドロームと認知症との関連を研究する 10 年

間の高齢者住民コホート研究（文京ヘルススタディー[BHS]）を始めた。この BHS の初回測定時

のデータを用いて、MME と関連する MRI にて検出できる膝 OA 病変を検討した。 

[1]-C. 大規模高齢者コホートデータを用いた AME と関連する MRI 膝 OA 病変の関連 

 MRI 膝 OA 病変のひとつである半月板前方逸脱(AME)と関連する MRI 膝 OA 病変は明らかになっ

ていなかった。BHS初回測定時のデータにて高齢者のAMEと関連するMRI膝 OA病変を検討した。 

[1]-D. ACL 再建術を受けた患者を対象とした MME 拡大と関連する MRI 膝 OA 病変の変化の関連 

 MME の発生機序解析のため、MME の変化と関連する MRI 膝 OA 病変の変化を検討のため、ACL 損

傷に対して ACL 再建術を受けた患者を対象に、ACL 再建術前後の MRI を用いた研究を行った。 

[2] 膝 OA における骨棘形成および軟骨分解の病態解析 

 膝 OA 関節組織の関節軟骨と骨棘の軟骨部位から mRNA を採取し、細胞外マトリックス、軟骨内

骨化、増殖因子シグナルなどに関わる遺伝子発現を定量 PCR にて検討した。 

[3] 膝 OA における軟骨分解機序の解析 

[3]-A. 膝 OA における HYBID による関節軟骨と滑膜における HA 分解の制御機構の解析 

新規 HA 分解酵素の HYBID の関節軟骨における発現を、免疫染色において検証した。また、in 

vitro にて、炎症性サイトカインによる関節軟骨における HYBID 発現の影響を検討した。 

[3]-B. HYBID 遺伝子欠損マウスの膝 OA モデルでの解析 

HYBID 遺伝子欠損および対照マウスを用い、(1)加齢マウスの膝 OA 発症率と関節軟骨と滑膜の

ヒアルロン酸含有量および低分子化を評価し、(2)関節局所への過負荷を来す DMM 法にて膝 OA を



誘導し、組織学的評価と関節軟骨および滑膜のヒアルロン酸含有量と低分子化を評価した。(3)

関節軟骨と滑膜細胞を培養し、HYBID による各種サイトカインや軟骨分化誘導効果を検討した。 

[3]-C. アグリカン分解性 ADAMTS 分子の ADAMTS4 の制御機構 

アグリカン分解活性を有する ADAMTS1,4,5,8,9,15,16,18,20 分子の OA 滑膜組織での発現を

RT-PCR でスクリーニングを行い発現陽性の ADAMTS1,4,5,9,16 を定量 PCR 法にて検討した。 

[3]-D. HYBID と TMEM2 の膝 OA 関節軟骨での発現とサイトカインによる発現調節機構 

ヒト膝 OA 関節軟骨組織を用いて、HYBID と HYBID と約 50%のホモロジーを有する

TMEM(Transmembrane protein 2)の膝 OA 関節軟骨での発現を比較し、両者の関節軟骨のヒアル

ロン酸分解機能の比較、そして各種サイトカインによる発現の変化を比較した。 

４．研究成果 

[1] 半月板逸脱と関連する膝 OA 病変の検討 

[1]-A. 中高年者の歩行速度と関連する MRI 膝 OA 病変の検討 

高齢者の歩行機能は、寿命の指標の一つである。この歩行速度と関連する MRI にて検出できる

膝 OA の病態を検討した。高齢者 74 名（平均 72.2 歳、単純 X線膝 OA 重症度：初期 27%、進行期

34%、末期 39%）の歩行速度（0.73 m/s）の歩行速度と関連する MRI にて検出される膝 OA 病変は、

軟骨病変、骨髄異常陰影、軟骨下骨陥凹、軟骨下骨嚢胞などの軟骨下骨病変ではなく、半月板損

傷や骨棘そして滑膜炎でもなく、MME であった。(Osteoarthr Cartil Open 2021;3:100176) 

[1]-B. 大規模高齢者コホートデータを用いた MME と関連する MRI 膝 OA 病変の関連 

本学スポートロジーセンターにおいて展開中の高齢者住民コホート・BHS の 1,000 名を超える

高齢者（平均 72.9 歳）を対象に、PDWI MRI を疑似カラー化した方法(pseud-colored proton 

density-weighed fat-suppressed MRI: PPDFS-MRI)を開発した。本法にて、T2 マッピング法に

て評価する骨棘の軟骨成分（軟骨棘）が正確に評価可能であることを示した。そして、MME がほ

ぼすべての高齢者に認められることを示した。さらに、われわれの先行研究にて得た知見

(Arthritis Res Ther 2017;19:201)と同じく、MME と関連する MRI 膝所見は脛骨骨棘幅であり、

MME は脛骨骨棘幅を高率に一致した。以上より、膝 OA 早期から MME を認め、半月板損傷が認め

られなくても MME は発生すること、さらには大部分の MME は脛骨近位骨棘幅と強く関連し、脛骨

近位骨棘幅よりも小さい MME はほとんど存在しないこと示した (Sci Rep 2022;12:17242) 

[1]-C. 大規模高齢者コホートデータを用いた AME と関連する MRI 膝 OA 病変の関連 

本学スポートロジーセンターにおいて展開中の高齢者住民コホート・BHS の 1,000 名を超える

高齢者（平均 72.9 歳）を対象に、内側半月板は、MME と同程度に高頻度に前方にも逸脱(AME)し

ていることを示した。さらに、AME と関連する MRI 膝 OA 病変を検討すると、脛骨前方骨棘幅と

関連することを示した(Sci Rep 2022;12:17242)。 

[1]-D. ACL 再建術を受けた患者を対象とした MME 拡大と関連する MRI 膝 OA 病変の変化の関連 

平均年齢 30 歳の前十字靭帯(ACL)損傷患者 30 名では、ACL 再建術前と術後で MME が平均 2mm

拡大した。MME 以外にも、MRI 膝 OA 病変のいくつかはこの間に拡大した。MME 拡大程度と最も強

く関連した MRI 膝 OA 病変は、脛骨骨棘幅であった。以上より、MME は脛骨近位内側骨棘の成長

とともに発生する可能性がより一層示唆された。(Osteoarthr Cartil Open. 2022;4:100320)。 

[2] 膝 OA における骨棘形成および軟骨分解の病態解析 

 関節軟骨に比べて骨棘では、COL1A1、VCAN、BGLAP、BMP8B、RUNX2、SOST などが有意に高値を

示した。また、軟骨と骨棘より単離した細胞にて MSC で発現する各種細胞分化マーカーの検討か

ら、CD105 と CD166 双方陽性の細胞(CD105+/CD66+細胞)は、骨棘細胞で高値であり、これらの細

胞は脂肪細胞、骨芽細胞、軟骨細胞への分化能を有することも示した。そして、関節軟骨細胞と



骨芽細胞を種々の培養液中で 3次元培養（スフェロイド培養）すると、MSC 用培養液に TGF-β3

を入れた軟骨分化培地で軟骨と骨棘組織の発現遺伝子特性が維持され、骨棘細胞のスフェロイ

ドサイズが有意に大きくなることも示した。その他の結果も踏まえ、骨棘細胞は、CD105 と CD166

の双方が陽性の MSC(CD105+/CD66+細胞)をより多く含み、骨棘形成は IL-6 により抑制されること

を示した(Negishi, Ishijima, et al. Am J Pathol 2024;194:135-149)。 

[3] 膝 OA における軟骨分解機序の解析 

[3]-A. 膝 OA における HYBID による関節軟骨と滑膜における HA 分解の制御機構の解析 

新規 HA 分解酵素の HYBID の関節軟骨における発現は、正常軟骨と比較して膝 OA 関節軟骨に

おいて有意に高く発現し、そして in vitro にて関節軟骨における HYBID の発現は IL-6 と TNF-

αにて有意に発現が亢進することを示した。以上より、HYBID は、膝 OA において、関節軟骨で

も滑膜でも発現が亢進し、膝 OA の早期から関節内のヒアルロン酸低分子化に重要な機能を有す

る可能性が強く示唆された(Shiozawa, Ishijima, et al. Am J Pathol 2020;190:1046-1058)。 

[3]-B. HYBID 遺伝子欠損マウスの膝 OA モデルでの解析  

HYBID 遺伝子欠損マウス(Hybid-KO)に膝 OA を誘導すると、野生型と比較し膝関節内の HA 低分

子化が抑制され、膝 OA 進行が遅延した。さらに、野生型の膝 OA 誘導モデルへの高分子 HA 関節

内投与により、膝 OA 進行が遅延した。以上より、膝 OA 早期の病態としての HA 分解には、既知

の HYAL2/CD44 や HYAL1 に加え、HYBID が重要な役割を担うことを明らかにした(Momoeda, 

Ishijima, et al. J Pathol 2021;191:1986-1998) 

[3]-C. アグリカン分解性 ADAMTS 分子の ADAMTS4 の制御機構 

 ヒト ADAMTS 遺伝子ファミリー分子 19 種類のうち、9 種類(ADAMTS1,4,5,8,9,15,16,18,20)が

アグリカン分解活性を有するが、OA 滑膜組織で発現する主要 ADAMTS 分子に関する情報は限られ

ていた。ADAMTS4 と ADAMTS5 遺伝子欠損マウスの解析から、マウスのアグリカン分解酵素は

ADAMTS5 だとされる。一方、ヒト関節軟骨細胞では ADAMTRS5 は恒常的に発現するが、ADAMTS4 は

炎症性サイトカイン刺激で発現亢進する。つまり、ヒト OA 関節における ADAMTS4 と ADAMTS5 の

役割は、依然議論が多いというのが現状がある。本研究では、ADAMTS4 のみが正常滑膜組織より

OA 滑膜組織で有意に高発現し、主に滑膜表層細胞で産生されることを示した。また、培養膝 OA

滑膜線維芽細胞を各種サイトカインにて刺激すると、IL-1α、TNF-α、TGF-β刺激により ADAMTS4

発現は最も亢進し、IL-1α+TNF-α+TGF-β刺激で ADAMTS4 発現が相乗的に亢進した。これらサイ

トカイン刺激下における細胞内シグナルを阻害剤にて検討すると、TAK1 が中心的な経路であり、

TNF-αと TGF-β刺激では ALK5→Smad2/3 と NF-κB の経路も関与することを示した。そして IL-

1α+TNF-α+TGF-β刺激下での ADAMTS4 の発現は、Adalimumab と TAK1 と NF-κB経路の阻害剤に

て完全に阻害できた。以上から、Adalimumab と TAK1 NF-κB 経路を標的とした新規治療法の開

発が早期膝 OA の関節軟骨破壊抑制剤として期待される(Lab Invest 2022;102:102-111)。 

[3]-D. HYBID と TMEM2 の膝 OA 関節軟骨での発現とサイトカインによる発現調節機構 

正常関節軟骨におけるHYBIDとTMEM2の発現に差はなかった。しかし、膝OA関節軟骨のHYBID発

現は、TMEM2の発現よりも高値であった。HYBIDの膝OA関節軟骨組織での発現亢進とTMEWM2の恒

常的な発現を確認した。培養膝OA関節軟骨細胞におけるHA分解活性は、siRNAによるHYBIDノッ

クダウン時のみ消失し、TMEM2ノックダウンでは変化はなかった。培養膝OA関節軟骨細胞のIL-6

刺激では、濃度依存性にHYBID発現は亢進した。一方、TMEM2発現は、IL-6を含めた10種類の炎

症性メディエーター処理でも発現亢進はなかった。以上より、TMEM2とは対照的に、HYBIDは明

らかなHA分解活性を有し、膝OA軟骨組織で高発現し、膝OA関節軟骨細胞ではIL-6による発現亢

進することを初めて明らかにした。(Shiozawa, Ishijima, et al. Sci Rep 2022;12:17242) 
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根岸義文, Adili Arepati, Susana de Vega, 百枝雅裕, 金子晴香, Mehmet Zeynel Cilek, 良永知穂, 高藤和輝, 大塚祐多, 下田将之, 根
岸貴子, 石島旨章, 岡田保典

石島旨章

第1回日本膝関節学会

第55回日本結合組織学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

前十字靭帯再建時の半月板処置の有無による術後経過の検討

変形性膝関節症の回旋アライメント評価におけるster EOSの有用性

インターロイキン-6による変形性膝関節症由来骨棘細胞のスフェロイド形成抑制作用

変形性膝関節症の治療の現状と展望

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

印旛市郡整形外科医会（招待講演）

神奈川県臨床整形外科医会（招待講演）

杉並区整形外科医会（招待講演）

石島旨章

石島旨章

石島旨章

石島旨章

第30回泌尿器領域の医療とケア研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

健康寿命延伸に向けた骨粗鬆症及び変形性膝関節症治療の考え方

変形性膝関節症の治療の現状と展望

病診連携による骨粗鬆症治療

ロコモ原因疾患としての変形性膝関節症対策の現状と展望

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第96回日本整形外科学会学術総会（招待講演）

第96回日本整形外科学会学術総会（招待講演）

第23回日本抗加齢医学会（招待講演）

 ３．学会等名

石島旨章

石島旨章

石島旨章

石島旨章

函館整形外科会学術講演会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

変形性膝関節症の病態に則した治療の実践に向けた現状と展望

半月板から見る変形性膝関節症の発症メカニズム

変形性膝関節症治療の現状と展望

早期変形性膝関節症の診断

 １．発表者名

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
オスタバロ発売記念講演会 in Shinshu（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

順天堂大学都民公開講座（招待講演）

石島旨章

石島旨章

石島旨章

石島旨章

第29回日本骨折治療学会（招待講演）

第14回さくら整形外科フォーラム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

人生100年時代のロコモ対策 -生涯立って・歩けるために今できること

骨粗鬆症治療は本当に骨折発生を抑制できるのか?

変形性膝関節症治療の現状と展望

骨粗鬆症診療のアップデート

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

名古屋ロコモセミナー（招待講演）

第65回道北整形外科研究会（招待講演）

第3回鹿児島骨関節セミナー（招待講演）

石島旨章

石島旨章

石島旨章

石島旨章

浜松整形外科セミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

骨粗鬆症診療の発展から学ぶ変形性膝関節症診療の現状と展望

変形性膝関節症と骨粗鬆症診療のアップデート

変形性膝関節症診療の現状と展望

変形性膝関節症治療の現状と展望

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第2回さぬき整形外科セミナー（招待講演）

第10回日本サルコペニア・フレイル学会（招待講演）

第12回港区医師会整形外科医会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

石島旨章

石島旨章

石島旨章

石島旨章

第36回日本整形外科学会基礎学術集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ロコモ・フレイル・サルコペニアと変形性膝関節症の関連

変形性膝関節症の診療の進め方 -「変形性膝関節症診療ガイドライン2023」から考える

変形性膝関節症の診療と研究におけるバイオマーカーの有用性と問題点

骨粗鬆症診療の発展から学ぶ変形性膝関節症診療の現状と展望

 １．発表者名

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
OARSI World Congress 2022（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

鹿島整形外科医会講演会（招待講演）

石島旨章

石島旨章

石島旨章

A Arepati, H Kaneko, T Aoki, J Tomura, S Wakana, L Liu,Y Negishi, M Momoeda, K Yoshida, K Kobayashi, M Kubota, M Ishijima

埼玉膝・スポーツ医学研究会（招待講演）

第1回日本膝関節学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

骨粗鬆症診療の発展から学ぶ変形性膝関節症診療の現状と展望

変形性膝関節症治療の現状と展望

変形性膝関節症診療のアップデート

Medial meniscus extrusion (MME) is a risk factor for progression of early-stage knee osteoarthritis in middle-aged
populations without knee osteoarthritis- the data from Osteoarthritis Initiative

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

OARSI World Congress 2022（国際学会）

OARSI World Congress 2022（国際学会）

OARSI World Congress 2022（国際学会）

H Arita, H Kaneko, T Aoki, L Liu, A Arepati, J Tomura, S Wakana, Y Negishi, M Momoeda, M Kubota, Y Tamura, R Kawamori, M
Ishijima

H Kaneko, A Arepati, T Aoki, L Liu, Y Negishi, J Tomura, S Wakana, K Yoshida, K Kobayashi, M Momoeda, H Arita, M Kubota, M
Ishijima

J Shiozawa, S de Vega, MZ Cilek, C Yoshinaga, X Ji, T Nakamura, S Kasamatsu, H Yoshida, H Kaneko, K Kaneko, M Ishijima, Y
Okada

J Tomura, H Kaneko, Y Negishi, T Aoki, L Liu, M Momoeda M, A Adili, S Wakana, K Kobayashi, K Yoshida, M Kubota, Y Tamura, R
Kawamori, M Ishijima

OARSI World Congress 2022（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The higher bone mineral density, the larger osteophyte and the severer synovitis in knee osteoarthritis- the Bunkyo Health
Study (BHS)

Osteophyte formation progresses when synovitis was stronger in middle-aged populations with grade 0 of Kellegren-Lawrece
classification -The Osteoarthritis Initiative

IL-6-mediated overexpression of HYBID (hyaluronan-binding protein involved in hyaluronan depolymerization) in osteoarthritic
synovium is implicated for hyaluronan degradation in synovial fluids in patients with knee osteoarthritis

rreversible subchondral bone changes are more responsible MRI-detected OA-structural changes than cartilage changes
associated with knee pain in elderly populations -The Bunkyo Health Study (BHS)

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

OARSI World Congress 2022（国際学会）

OARSI World Congress 2022（国際学会）

OARSI World Congress 2022（国際学会）

 ３．学会等名

M Kubota, H Kaneko, K Kobayashi, K Yoshida, J Shiozawa, M Ishijima

M Momoeda, S de Vega, H Kaneko, C Yoshinaga, M Shimono, T Nakamura, Y Endo, H Yoshida, M Ishijima, Y Okada

K Kobayashi, H Kaneko, L Liu, T Aoki, Y Negishi, M Momoeda, J Tomura, S Wakana, K Yoshida, M Kubota, M Ishijima

K Yoshida, M Kubota, K Kobayashi, H Kaneko, Y Saita, M Ishijima

OARSI World Congress 2022（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Medial joint space width and joint line convergence angle were correlated with clinical results after high tibial osteotomy

Hyaluronan degradation mediated by HYBID (hyaluronan-binding protein involved in hyaluronan depolymerization)promotes
progression of knee Osteoarthritis in mice.

The structural changes of knee osteoarthritis are progressed in middle-aged populations with grade 0 of Kellgren -Lawrence
classification -The Osteoarthritis Initiative

High Fibular Head Position Is a Risk Factor for Lateral Hinge Fracture in Medial Opening Wedge Osteotomy for Knee
Osteoarthritis

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
OARSI World Congress 2022（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

OARSI World Congress 2022（国際学会）

S Wakana, H Kaneko, L Liu, T Aoki, Y Negishi, A Aeili, J Tomura, K Yoshida, K Kobayashi, M Kubota, Y Tamura, R Kawamori, M
Ishijima

T Yamamura, H Kaneko, T Aoki, Y Negishi, A Aeili, M Momoeda, L Liu, J Tomura, S Wakana, K Yoshida, K Kobayashi, M Kubota, Y
Machiyama, Y Tamura, R Kawamori, M Ishijima

Y Machiyama, H Kaneko, T Aoki, Y Negishi, A Adili, M Momoeda, L Liu, J Tomura, S Wakana, K Yoshida, K Kobayashi, M Kubota, T
Yamamura, Y Tamura, R Kawamori, M Ishijima

Y Negishi, H Kaneko, T Aoki, L Liu, M Momoeda, A Arepati, J Tomura, S Wakana, M Kubota, Y Tamura, R Kawamori, M Ishijima

OARSI World Congress 2022（国際学会）

OARSI World Congress 2022（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Radiographic severity, but not MRI-detected severity, of knee osteoarthritis is associated with severity of locomotive
syndrome regardless of knee pain in elderlies -The Bunkyo Health Study (BHS)

Medial tibial osteophyte width is larger in female than male in elderlies with early-stage knee osteoarthritis -The Bunkyo
Health Study (BHS)

Mobility and leg strength in elderlies with middle-stage knee osteoarthritis were inferior to that in those with primary-
stage knee osteoarthritis -The Bunkyo Health Study (BHS)

The larger MRI-detected medial tibial osteophyte width, the higher risk for unstable meniscuc tear in knee OA- the Bunkyo
Health Study- (BHS)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第37回日本整形外科学会基礎学術集会

第37回日本整形外科学会基礎学術集会

第50回日本関節病学会

Adili Arepati, 金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 根岸義文, 百枝雅裕, 東村潤, 若菜傑, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章

Arepati Adili, 金子晴香, 青木孝子, 劉立足, 根岸義文, 東村潤, 若菜傑, 吉田圭一, 小林慶司, 久保田光昭, 石島旨章

Arepati Adili, 金子晴香, 劉立足, 根岸義文, 東村潤, 若菜傑, 百枝雅裕, 待山祐一郎, 山村拓也, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章

Machiyama Y, Kaneko H, Negishi Y, Momoeda M, Tomura J, Wakana S, Yoshida K, Kobayashi K, Kubota M, Yamamura T, Ishijima M

JOSKAS-JOSSM2022

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

変形性膝関節症における脛骨前方骨棘は半月板後節および後根断裂の危険因子である

脛骨内側半月板逸脱(MME)は変形性膝関節症のない中年者の変形性膝関節症進行リスク因子である　OAIデータの6年縦断解析

前方半月板逸脱(AME)は高齢者における変形性膝関節症(OA)構造変化と関連する　文京ヘルススタディー(BHS)

Exercise habits were associated with osteoarthritis of the knee and osteoporosis in elderlies -The Bunkyo Health Study
(BHS)-

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回Orthopedic Research Club

第95回日本整形外科学会学術総会

第37回日本整形外科学会基礎学術集会

 ３．学会等名

塩澤淳, 金子晴香, 永山正隆, 長尾雅史, 清水めぐみ, 宮崎哲朗, 島田和典, 吉田圭一, 小林慶司, 久保田光昭, 石島旨章

塩澤淳, デベガスサーナ, 良永知穂, 根岸義文, 百恵雅裕, 中村智美, 吉田浩之, 金子晴香, 石島旨章, 岡田保典

石島旨章

塩澤淳, 金子晴香, 石島旨章, 岡田保典

第33回日本運動器科学会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

エイコサペンタエン酸 (EPA) 周術期投与による人工膝関節置換術後静脈血栓症発症抑制効果と安全性の検討- 1:3 症例対照研究

関節軟骨破壊に関わる新規ヒアルロン酸分解酵素 (HYBIDとTMEM2) の変形性膝関節症 (OA) 関節軟骨での発現調節機構

ロコモと変形性膝関節症

新規ヒアルロニダーゼHYBID (CEMIP/KIAA1199) と近縁遺伝子TMEM2 (CEMIP-2) の発現調節機構とOA関節軟骨破壊での役割

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
JOSKAS-JOSSM2022

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本関節病学会

羽田晋之介, 金子晴香, 齋田良知, 久保田光昭, 高澤祐治, 池田浩, 岡田保典, 石島旨章

吉田圭一, 久保田光昭, 小林慶司, 金子晴香, 石島旨章

久保田光昭, 金 栄智, 金子晴香, 小林慶司, 吉田圭一, 塩澤 淳, 斎田良知, 石島旨章

久保田光昭, 金 栄智, 金子晴香, 小林慶司, 吉田圭一, 塩澤 淳, 斎田良知, 石島旨章

第95回日本整形外科学会学術総会

第2回日本Knee Osteotomy and Joint Preservation研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

変性半月板損傷の治療 MRIからみる変性半月板の病態

腓骨頭高位は変形性膝関節症に対する内側開大高位脛骨骨切り術におけるType3 外側ヒンジ骨折のリスク因子である

HTO術後アライメントと術後臨床・画像評価の検討

高位脛骨骨切り術後の臨床成績に関連する単純X線画像パラメーターは内側関節裂隙と内側関節裂隙開大角である

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JOSKAS-JOSSM2022（招待講演）

第95回日本整形外科学会学術集会

第2回日本Knee Osteotomy and Joint Preservation研究会

久保田光昭, 金栄智, 金子晴香, 小林慶司, 吉田圭一, 塩澤 淳, 斎田良知, 石島旨章

久保田光昭, 金栄智, 金子晴香, 小林慶司, 吉田圭一, 石島旨章

金栄智, 久保田光昭, 田邉浩規, 小林慶司, 金子晴香, 石島旨章

金栄智, 久保田光昭, 土屋勝, 山口順一郎, 田邉浩規, 濱中貴弘, 山村拓也, 大野隆一, 石島旨章
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変形性膝関節症に伴う内側半月板断裂のリスクは内側脛骨骨棘幅が大きいほど高い　文京ヘルススタディー

初期変形性膝関節症を呈する高齢者の脛骨内側骨棘幅は女性が男性より大きい -文京ヘルススタディー

中年期のKellgren-Lawrence分類グレード0でも滑膜炎を認めると骨棘は拡大する　OAIデータの縦断解析
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高齢者のロコモ度は膝痛よりも日常生活の困難度と関連する-文京ヘルススタディー
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中年期ではKellgren-Lawrence分類グレード0でも変形性膝関節症性変化は進行する -OAIデータの縦断解析

変形性膝関節症性変化は単純X線変化前でも男女ともに進んでいる -OAIデータの縦断解析

ロコモニタープロジェクト -スマホで測定した活動量データによる運動習慣の継続的・客観的モニタリング

早期膝OAの治療にパラダイムシフトが起こすために必要な病態への理解
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高齢者の膝痛と関連する変形性膝関節症性病変は軟骨病変よりも軟骨下骨骨髄異常陰影及び滑膜炎である　-文京ヘルススタディー-

ロコモと変形性膝関節症

大規模住民コホートの一般高齢者でも変形性膝関節症の重症度が高いと活動性が低く下肢筋力も弱い -文京ヘルススタディー
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高齢者の膝痛と関連する変形性膝関節症性病変は軟骨病変よりも不可逆性の軟骨下骨病変である　-文京ヘルススタディー

パールカン遺伝子変異による軟骨異常を解析する細胞モデルの構築

一般高齢者の変形性膝関節症性変化における脛骨内側骨棘とビタミンD充足状態との関連 文京ヘルススタディー

変形性膝関節症の骨棘は男女を問わず骨密度が高いほど大きい　高齢者住民コホート研究:文京ヘルススタディー
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Ishijima

第61回関東整形災害外科学会（招待講演）

第136回中部日本整形災害外科学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

骨粗鬆症と変形性膝関節症の病態に則した治療 -共通点と相違点からの考察

ロコモティブシンドロームと「早期」変形性膝関節症

ロコモ原因疾患としての骨粗鬆症と変形性膝関節症 -病態の共通点と相違点から治療を考える-

Association between subchondral insufficiency fracture of the knee joint (SIFK) and osteoarthritis of the knee

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2021（国際学会）

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2021（国際学会）

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2021（国際学会）

Yoshifumi Negishi, Haruka Kaneko, Takako Aoki, Lizu Liu, Masahiro Momoeda, Adili Arepati, Xiang Ji, Hui Huang, Jun Tomura,
Suguru Wakana, Yuki Someya, Yoshifumi Tamura, Yoshitaka Watada, Ryuzo Kawamori, Muneaki Ishijima

Masahiro Momoeda, Haruka Kaneko, Takako Aoki, Lizu Liu, Yoshifumi Negishi, Adili Arepati, Xiang Ji, Hui Huang, Jun Tomura,
Suguru Wakana, Yuki Someya, Yoshifumi Tamura, Yoshitaka Watada, Ryuzo Kawamori, Muneaki Ishijima

Jun Tomura, Haruka Kaneko, Yoshifumi Negishi, Takako Aoki, Lizu Liu, Masahiro Momoeda, Adili Arepati, Suguru Wakana, Yuki
Someya, Yoshifumi Tamura, Ryuzo Kawamori, Muneaki Ishijima

Suguru Wakana, Haruka Kaneko, Yoshihumi Negish, Takako Aoki, Lizu Liu,　 Masahiro Momoeda, Arepati Adiri, Jun Tohmura, Yuki
Someya, Yoshihumi Tamura, Ryuzo Kawamori, Muneaki Ishijima

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Medial meniscus extrusion is more strongly associated with tibial osteophyte width than the femur in osteoarthritis of the
knee

Association between medial and anterior meniscal extrusion and knee pain in primary stage of knee osteoarthritis

Walking speed is associated with MRI-detected structural changes of the knee osteoarthritis in healthy elderlies -The Bunkyo
Health Study-

Motility of healthy elderlies with knee pain are impaired in compasiron to that of those without knee pain -The Bunkyo
Health Study-

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2021（国際学会）

第94回日本整形外科学会学術総会　シンポジウム（招待講演）

第94回日本整形外科学会学術総会　教育研修講演（招待講演）

 ３．学会等名

石島旨章,　金子晴香, 根岸義文, 有田均, 劉立足, 青木孝子, 百枝雅裕, アルパティ アディリ, 東村潤, 若菜傑, 田村好史, 岡田保典

石島旨章

Lizu Liu, Haruka Kaneko, Takako Aoki, Yoshifumi Negishi, Masahiro Momoeda, Suguru Wakana, Jun Tomura, Yuki Someya, Yoshifumi
Tamura, Hirotaka Watada, Ryuzo Kawamori, Muneaki Ishijima

Adili Arepati, Haruka Kaneko, Yoshifumi Negishi, Lizu Liu, Takako Aoki, Masahiro Momoeda, Suguru Wakana, Jun Tomura, Yuki
Someya, Yoshifumi Tamura, Yoshitaka Watada, Ryuzo Kawamori, Muneaki Ishijima

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2021（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

早期膝OAのバイオマーカー

早期変形性膝関節症の病態・診断・治療　-疾患修飾型治療法開発に向けて今必要なこと-

Association between MRI-detected osteophyte formation and bone mineral density in elderlies- A cross-sectional analysis
using a population-based cohort study “the Bunkyo Health Study”

Meniscus is extruded not only medially but also anteriorly and radial displaced meniscus is associated with cartilage
destruction in knee osteoarthritis

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第94回日本整形外科学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第94回日本整形外科学会学術総会

金子晴香, 根岸義文, 百枝雅裕1 武田純, 青木孝子, 劉立足, アルパティ アディリ,　東村潤, 若菜傑, 石島旨章

根岸義文, 金子晴香, 青木孝子, 劉立足, 百枝雅裕, アルパティ アディリ, 東村潤, 若菜傑, 田村好史, 河盛隆造 ,金子和夫,　石島旨章

若菜傑, 金子晴香, 根岸義文, 青木孝子, 劉立足,　百枝雅裕, アルパティ アディリ, 東村潤, 染谷由季, 田村好史, 河盛隆造, 石島旨章

百枝雅裕, 金子晴香, 根岸義文, 青木孝子, 劉立1, アルパティー・アディリ, 東村潤, 若菜傑, 染谷由季, 田村好史, 綿田裕孝, 石島旨
章

第94回日本整形外科学会学術総会

第94回日本整形外科学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

膝関節の軟骨下脆弱性骨折(Subchondral insufficiency fracture of the knee joint: SIFK)と変形性膝関節症の関連

変形性膝関節症における内側半月板逸脱は大腿骨よりも脛骨骨棘幅とより強く関連する　-文京ヘルススタディー

健常高齢者のロコモ度3と変形性膝関節症性との関連　-文京ヘルススタディー-

初期初期変形性膝関節症における内側及び前方への半月板逸脱と痛みの関連変形性膝関節症における内側及び前方への半月板逸脱と痛みの
関連

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第94回日本整形外科学会学術総会

第94回日本整形外科学会学術総会 ランチョンセミナー（招待講演）

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS) シンポジウム（招待講演）

アルパティ アディリ, 金子晴香, 根岸義文, 青木孝子, 劉立足, 百枝雅裕, 東村潤, 若菜傑, 染谷由季, 田村好史, 河盛隆造, 石島旨章

石島旨章

石島旨章

石島旨章

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS) ランチョンセミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

変形性膝関節症における半月板逸脱は内側のみでなく前方にも発生し軟骨摩耗と関連する

変形性膝関節症の疼痛の病態と治療のアップデート

変形性膝関節症における骨棘・半月板逸脱の評価

活動性維持を目指した変形性膝関節症の治療戦略

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)

 ３．学会等名

東村潤, 金子晴香, 根岸義文, 青木孝子, 劉立足 ,百枝雅裕, アルパティ アディリ, 若菜傑, 染谷由季, 田村好史, 石島旨章

塩澤淳、Susana de Vega、良永知穂、中村智美、吉田浩之、金子晴香、金子和夫、石島旨章、岡田保典

金子晴香, 根岸義文, 百枝雅裕, 吉田圭一, 東村潤, 若菜傑, 劉立足, アルパティ アディリ, 齋田良知, 久保田光昭 , 石島旨章

根岸義文, 金子晴香, 青木孝子, 劉立足,百枝雅裕, アルパティ アディリ, 東村潤, 若菜傑, 田村好史, 河盛隆造 ,石島旨章

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

健常高齢者の歩行速度は変形性膝関節症性構造変化と関連する　-文京ヘルススタディー-

新規ヒアルロニダーゼHYBID及びTMEM2の膝OA関節軟骨組織における機能解析

膝関節の軟骨下脆弱性骨折(SIFK)における半月板逸脱と骨棘の関連

変形性膝関節症に伴う半月板断裂のリスクは単純X線上の内側脛骨骨棘幅から推定できる

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第70回東日本整形災害外科学会 教育研修講演（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)

有田均, 金子晴香, 若菜傑, 根岸義文, 劉立足, 青木孝子, 百枝雅裕, 東村潤, 染谷由希, 田村好史, 石島旨章

吉田圭一,　森川大智,　糸魚川善昭,　丸山祐一郎,　金子晴香,　斎田良知, 石島旨章

石島旨章

石島旨章

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)

第51回日本人工関節学会 ランチョンセミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

初期変形性膝関節症における内側半月板逸脱と血中リン濃度の関連 -文京ヘルススタディー

腱膜損傷を伴う肉離れの運動復帰期間は腱損傷サイズと関連する

変形性膝関節症の疼痛の病態と治療

ロコモ原因疾患としての変形性膝関節症 -「早期」の病態解析から明らかになってきたこと-

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第34回日本臨床整形外科学会学術集会 ランチョンセミナー（招待講演）

第49回日本関節病学会 ランチョンセミナー（招待講演）

第49回日本関節病学会 教育研修講演（招待講演）

石島旨章

石島旨章

石島旨章

Arepati Adili, 黄輝, 金子晴香, 青木孝子, 根岸義文, 劉立足, 百枝雅裕, 東村潤, 若菜傑, 吉田圭一, 小林慶司, 久保田光昭, 田村好
史, 石島旨章

第49回日本関節病学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ロコモ原因疾患としての骨粗鬆症治療の現状と展望

変形性膝関節症の痛みの病態と治療の考え方

早期変形性膝関節症と半月板の機能異常

内側半月板逸脱は高齢者の膝痛のリスク因子である 文京ヘルススタディー（BHS）

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

変形性膝関節症の病態と治療のアップデート：Part 1（招待講演）

変形性膝関節症の病態と治療のアップデート：Part 2（招待講演）

早期膝OAに対する骨切り術の可能性と限界（招待講演）

 ３．学会等名

石島旨章

石島旨章

金子晴香, 劉立足, アルパティ アディリ, 東村潤, 若菜傑, 根岸義文, 百枝雅裕,　青木孝子, 小林慶司, 吉田圭一, 久保田光昭, 石島旨
章

石島旨章

第49回日本関節病学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

第14回日本運動器疼痛学会 ランチョンセミナー

第1回日本Knee Osteotomy and Joint Preservation研究会

膝関節の軟骨下骨脆弱性骨折(Subchondral insuffi ciency fracture of the knee joint: SIFK)と関節裂隙狭小化の経時変化

第14回日本運動器疼痛学会 ランチョンセミナー

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Osteoarthritis Cartilage, 28:S291-S292（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Osteoarthritis Cartilage, 28:S155（国際学会）

Huang H, Ishijima M, Kaneko H, Liu L, Aoki T, Negishi Y, Momoeda M, Ganao M, Tamura Y, Kawamori R, Kaneko K

Negishi Y, Ishijima M, Kaneko H, Aoki T, Liu L, Arita H, Momoeda M, Arepati A, Ji X, Huang H, Someya Y, Tamura Y, Watada Y,
Kawamori R, Kaneko K.

Negishi Y, Ishijima M, Kaneko H, Aoki T, Liu L, Arita H, Momoeda M, Arepati A, Ji X, Huang H, Someya Y, Tamura Y, Watada Y,
Kawamori R, Kaneko K

Aoki T, Ishijima M, Kaneko H, Liu L, Negishi Y, Momoeda M, Adili A, Tamura Y

Osteoarthritis Cartilage, 28:S276-S277（国際学会）

Osteoarthritis Cartilage, 28:S288-S289（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Medial meniscus extrusion is a risk factor for knee pain in elderlies who didn’t need clinical care on their knee - The
Bunkyo Healthy Study

Osteophyte can be accurately evaluated by the proton density weighted fat suppression images on MRI

Medial meniscus extrusion (MME) is associated with tibial osteophyte width in elderly populations　-The Bunkyo Health Study

Meniscal degeneration in medial meniscus is associated with medial meniscal extrusion in elderly populations -The Bunkyo
Health Study-

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Osteoarthritis Cartilage, 28:S293-S294（国際学会）

Osteoarthritis Cartilage, 28:S112-S113（国際学会）

Osteoarthritis Cartilage, 28:S294（国際学会）

Liu L, Ishijima M, Kaneko H, Aoki T, Negishi Y, Momoeda M, Someya Y, Tamura Y, Watada Y, Kawamori R, Kaneko K

Arepati A, Ishijima M, Kaneko H, Aoki T, Liu L, Negishi Y, Momoeda M, Arita H, Ji X, Hung H, Someya Y, Tamura Y, Watada U,
Kawamori R, Kaneko K.

Arepati A, Ishijima M, Kaneko H, Aoki T, Liu L, Negishi Y, Liu L, Arita H, Momoeda M, Ji X, H, Someya Y, Tamura Y, Watada U,
Kawamori R, Kaneko K

Kaneko H, Ishijima M, Aoki T, Negishi Y, Liu L, Arita H, Momoeda M, Arepati A, Someya Y, Tamura Y, Watada Y, Kawamori R,
Kaneko K.

Osteoarthritis Cartilage, 28:S294-S295（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Vitamin D levels are inversely associated with osteophyte formation in elderly women, but not men - A population-based
cohort study “The Bunkyo Health Study”

Osteophyte formation is associated with synovitis in osteoarthritis -The Bunkyo Health Study

The osteophyte widths of the anterior lesion of tibia are longer than those of the medial lesion of tibia in elderlies -The
Bunkyo Health Study

Prevalence of medial meniscus extrusion in elderly persons -The Bunkyo Health Study-

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本整形外科学会学術総会（招待講演）

第93回日本整形外科学会学術総会

第93回日本整形外科学会学術総会

 ３．学会等名

黄輝, 石島旨章, 金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 根岸義文, 百枝雅裕, 長尾雅史, 田村好史, 河盛隆造, 金子和夫

根岸義文, 石島旨章, 金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 有田均, 塩澤淳, 百枝雅裕, アルパティ アディリ, 田村好史, 河盛隆造, 金子和夫

Momoeda M, Kaneko H, Liu L, Hada S, Arita H, Aoki T, Kinosahita M, Negishi Y, Someya Y, Tamura Y, Watada Y, Kawamori R,
Okada Y, Kaneko K, Ishijima M

Pathology of meniscus extrusion and cartilage destruction in early-stage knee osteoarthritis

Osteoarthritis Cartilage, 28:S301（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

高齢者住民コホートの進行期変形性膝関節症でも初期より移動機能は低下している －スポートロジーコアスタディー-

変形性膝関節症発症及び進行に関わる因子・内側半月板逸脱が骨棘幅より大きくなるリスク因子 -スポートロジーコアスタディー-

Association between medial meniscus extrusion in knee osteoarthritis and Locomotive syndrome in the elderly population -The
Bunkyo Health Study-

Ishijima M

 １．発表者名

 １．発表者名
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2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第93回日本整形外科学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本整形外科学会学術総会

根岸義文, 石島旨章, 金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 有田均, 塩澤淳, 百枝雅裕, アルパティ アディリ, 田村好史, 河盛隆造, 金子和夫

金子晴香, 石島旨章, 根岸義文, 劉立足, 青木孝子, 有田均, 百枝雅裕, 塩澤淳1,アルパティ アディリ, 田村好史, 河盛隆造, 金子和夫

金子晴香, 石島旨章, 根岸義文, 劉立足, 青木孝子, 有田均, 百枝雅裕, 塩澤淳, アルパティ アディリ, 田村好史, 河盛隆造, 金子和夫

吉村祐輔, 石島旨章, 金子晴香, 長尾雅史, 石橋雅義, 平澤(有川)恵理, 町田修一, 内藤久士, 金子和夫, 木南英紀

第93回日本整形外科学会学術総会

第93回日本整形外科学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

変形性膝関節症の発症及び進行リスク因子・内側半月板逸脱は脛骨骨棘幅と関連する -スポートロジーコアスタディー-

高齢者の変形性膝関節症と半月板逸脱の有病率 -高齢者住民コホート研究・スポートロジーコアスタディー-

高齢者の変形性膝関節症と内側半月板損傷と断裂の有病率　-高齢者住民コホート研究・スポートロジーコアスタディー-

青壮年のロコモと活動性の関連 -ResearchKitアプリ「ロコモニタープラス」を用いた全国規模調査

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本整形外科学会学術総会

第93回日本整形外科学会学術総会（招待講演）

第64回日本リウマチ学会総会・学術集会（招待講演）

百枝雅裕, 石島旨章, 金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 根岸義文, 有田均, 塩澤淳, アルパティ アディリ, 田村好史, 河盛隆造, 金子和夫

石島旨章

石島旨章, 金子晴香, 有田均, 塩澤淳, 根岸義文, 百枝雅裕, 劉立足, 青木孝子, 季翔, アルパティ・アディリ , 羽田晋之介, 福里晋,
若山貴則, 内野小百合, 長尾雅史, 永山正隆, 斎田良知, 高澤祐治, 池田浩, 田村好史, 綿田裕孝, 河盛隆造, 岡田保典, 金子和夫

石島旨章

第69回東日本整形災害外科学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高齢者住民コホートにおけるロコモ度と変形性膝関節症に伴う半月板逸脱との関連 -スポートロジーコアスタディー-

変形性膝関節症の病態に則した治療 -健康寿命延伸の実現に向けて今できること-

変形性関節症の病態：臨床研究からの知見

生涯にわたる骨粗鬆症の治療の実際

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第47回日本股関節学会（招待講演）

第48回日本関節病学会（招待講演）

第48回日本関節病学会（招待講演）

 ３．学会等名

石島旨章

石島旨章

石島旨章

石島旨章

第35回日本整形外科学会基礎学術集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

早期膝OAにおける活動性低下と軟骨下骨病変の関連

早期変形性膝関節症とbone marrow lesion

非定型大腿骨骨折の病態とその制御

変形性膝関節症の疼痛の病態と治療のアップデート

 １．発表者名

 １．発表者名
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2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)・第46回日本整形外科スポーツ医学会学術集会(JOSSM)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第140回西日本整形・災害外科学会（招待講演）

石島旨章

金子晴香, 石島旨章, 根岸義文, 劉立足, 青木孝子, 百枝雅裕, アルパティ・アディリ, 武田純, 高澤祐治,  池田浩, 金子和夫

有田均, 金子晴香, 石島旨章, 根岸義文, 劉立足, 青木孝子, 百枝雅裕, アルパティ・アディリ, 高澤祐治, 池田浩, 金子和夫

根岸義文、石島旨章、金子晴香、劉立足、青木孝子、百枝雅裕、アルパティ・アディリ、有田均、塩澤淳、武田純、金子和夫

第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)・第46回日本整形外科スポーツ医学会学術集会(JOSSM)

第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)・第46回日本整形外科スポーツ医学会学術集会(JOSSM)

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ロコモ原因疾患としての骨粗鬆症と変形性膝関節症 -共通点と相違点から病態 と治療を考える-

末期変形性膝関節症のMRI上の病態における手術のリスク因子の検討

変形性膝関節症のMRI上の骨髄異常陰影と関連する病態

MRIプロトン強調脂肪抑制画像を用いた骨棘幅の新たな評価測定法

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2019年
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)・第46回日本整形外科スポーツ医学会学術集会(JOSSM)

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2019 World Congress（国際学会）

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2019 World Congress（国際学会）

百枝雅裕, 石島旨章, 金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 根岸義文, アルパティ・アディリ, 有田均, 塩澤淳, 武田純, 金子和夫

Kaneko H, Arepati A, Arita H, Aoki T, Negishi Y, Momoeda M, Hada S, Liu L, Okada Y, Kaneko K, Ishijima I

Hada S, Ishijima M, Kaneko H, Liu L, Arita H, Aoki T, Takazawa Y, Ikeda H, Nishiura T, Okada Y, Kaneko K

Aoki T, Ishijima M, Kaneko H, Negishi Y, Liu L, Arita H, Momoeda M, Tamura Y, Watada H, Kawamori R, Kaneko K

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2019 World Congress（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

単純X線にて内側半月板逸脱幅が推定可能である -文京ヘルススタディー-

Osteophytes Formation Processes in Early Stage Knee Osteoarthritis in Human

The degeneration of medial meniscus in meniscal body and posterior horn shows a greater change than that in anterior horn
according to the severity of medial meniscus extrusion in early- to primary-stage knee osteoarthritis

Association between medial meniscus extrusion (MME) and region of meniscal tear in middle aged and elderly population cohort
-A Sportology Core Study2-

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2019 World Congress（国際学会）

3.OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2019 World Congress（国際学会）

3.OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2019 World Congress（国際学会）

 ３．学会等名

Momoeda M, Kaneko H, Liu L, Hada S, Arita H, Aoki T, Kinoshita M, Negishi Y, Okada Y, Kaneko K, Ishijima M

Huang H, Ishijima M, Kaneko H, Liu L, Aoki T, Arita T, Negishi Y, Momoeda M, Nagao M, Kaneko K

Arita H, Kaneko H, Kinoshita M, Hada S, Sadatsuki R, Futami I, Negishi Y, Momoeda M, Liu L, Aoki T, Arikawa-Hirasawa E,
Kaneko K, Ishijima M

Negishi Y, Ishijima M, Kaneko H, Aoki T, Liu L, Arita H, Momoeda M, Hada S, Tamura Y, Watada Y, Kawamori R, Kaneko K

OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2019 World Congress（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Association between vitamin D status and mineralization disorder of osteophyte in middle aged and elderly population with
Kellgren-Lawrence grade 2 of knee osteoarthritis -A Sportology Core Study 2

Defining thresholds for the Kellgren-Lawrence grading between 2 and 3 for the Japanese Knee Osteoarthritis Measure
questionnaire for urban inhabitants more than 65-year old

Role of synovial Perlecan in osteophyte formation in early stage knee osteoarthritis

Association between the osteophyte width, medial meniscus extrusion (MME), and meniscal tear in middle- and elderly-
population cohort -A Sportology Core Study2-

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第92回日本整形外科学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

3.OARSI (Osteoarthritis Research Society International) 2019 World Congress（国際学会）

Shimura Y, Kurosawa H, Tsuchiya M, Kaneko H, Iwase Y, Kaneko K, Ishijima M

石島旨章

羽田晋之介 ,石島旨章, 金子晴香, 青木孝子, 有田均, 高澤祐治, 池田浩, 西浦高志, 岡田保典, 金子和夫

吉村祐輔, 石島旨章, 金子晴香, 長尾雅史, 石橋雅義, 平澤恵理, 町田修一, 内藤久士, 金子和夫, 木南英紀

第92回日本整形外科学会学術総会（招待講演）

第92回日本整形外科学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Synovial IL-1Ra levels are correlated with synovial IL-6 and serum IL-1Ra levels in patients with knee osteoarthritis

ロコモ原因疾患としての変形性膝関節症の病態に則した治療

初期変形性膝関節症における内側半月板の変性は前節より中節と後節が先行する

青壮年期のロコモのリスク増強及び軽減因子 -ResearchKitアプリ「ロコモニター」を用いた全国規模調査

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第92回日本整形外科学会学術総会

第92回日本整形外科学会学術総会

第92回日本整形外科学会学術総会

黄輝, 石島旨章, 金子晴香, 劉立足,青木孝子, 有田均, 根岸義文, 百枝雅裕, 長尾雅史, 金子和夫

劉立足, 石島旨章, 金子晴香,青木孝子, 黄輝, 有田均, 根岸義文, 百枝雅裕, 池田浩, 金子和夫

根岸義文, 石島旨章,金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 有田均, 百枝雅裕, 羽田晋之介, 河盛隆造, 金子和夫

Sakamoto Y, Nakano S, Suzuki M, Tokita A, Shimizu T, Kaneko K, Nozawa M, Ishijima M

2019Annual Meeting of Pediatric Orthopaedic Society of North America（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高齢者住民コホートの進行期膝OAは初期より患者立脚型機能評価は低下する -スポートロジーコアスタディー

高齢者の進行期変形性膝関節症は初期より運動機能と下肢筋力は低下する -スポートロジーコアスタディー2

高齢者のロコモ度と関連する半月板病変は半月板断裂でなく逸脱である　-スポートロジーコアスタディー2

Vitamin D level of toddlers with “physiologic” genu varum is lower than that of control toddlers: 1:2 case-control study

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第11回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)

International Combined Orthopaedic Research Societies (ICORS) 2019 Annual Meeting（国際学会）

International Muscloskeletal Society (IMS) 2019（国際学会）

 ３．学会等名

Ishijima M

Ishijima M

Ishijima M, Kaneko K

Ishijima M

第11回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会(JOSKAS)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Cartilage, synovium, osteophyte and medial meniscal extrusion -How are they associated in early-stage knee osteoarthritis?

“Early” Knee OA -Developmental process of the disease-

Treatment strategy for knee OA from the point of view of the mechanism of cartilage destructions

Pathophysiology of meniscus extrusion in early stage knee OA

 １．発表者名

 １．発表者名
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第47回日本磁気共鳴医学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Muscloskeletal Society (IMS) 2019（国際学会）

Ishijima M

Ishijima M

Sakamoto Y, Nakano S, Suzuki M, Tokita A, Shimizu T, Kaneko K, Kim SG, Ishijima M

青木孝子, 石島旨章, 金子晴香, 根岸義文, 劉立足, 有田均, 百枝雅裕, 田村好史, 綿田裕孝, 河盛隆造, 金子和夫

International Muscloskeletal Society (IMS) 2019（国際学会）

American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) 2019 Annual Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

HTO: High tibial Osteotomy

Arthroscopic Surgery for Knee OA

Vitamin D level of toddlers with “physiologic” genu varum is lower than that of control toddlers: 1:2 case-control study

後根損傷を伴う内側半月の逸脱距離は他の損傷部位の半月板逸脱距離よりも大きい

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第47回日本磁気共鳴医学会大会（国際学会）

第21回日本骨粗鬆症学会

第37回日本骨代謝学会学術集会（招待講演）（国際学会）

青木孝子, 石島旨章, 金子晴香, 根岸義文, 劉立足, 有田均, 百枝雅裕, 田村好史, 綿田裕孝, 河盛隆造, 金子和夫

長尾雅史, 前田衣里, 石島旨章, 金子和夫

石島旨章, 金子晴香, 有田均, 根岸義文, 百枝雅裕, 青木孝子, 劉立足, 黄輝, 塩澤淳, アルパティ・アディリ, 長尾雅史, 斎田良知, 高
澤祐治, 池田浩, 田村好史, 綿田裕孝, 河盛隆造, 岡田保典, 金子和夫

金子晴香、石島旨章、田中智美、多賀祐喜、平澤 (有川)　恵理、田中啓友、水野一乘、楠畑雅、服部俊治、金子和夫

第34回日本整形外科学会基礎学術集会,

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高齢者住民コホート研究における年代別半月板逸脱幅と半月板病変の調査

デノスマブ初回投与後の骨密度増加作用に対する併用するビタミンD製剤による効果の比較

高齢者のロコモに影響を与える変形性膝関節症の病態

変形性膝関節症新規バイオマーカー・コラ来糖鎖修飾ヒドロキシリジンの有効性評価：　診断能の検討
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